
本年度の成果と課題を確かめる

道南支部西河竜弥教諭(左)、
附田勇人教諭(右)の報告

道
東
支
部
活
動
報
告

道東支部大西仁教諭(左)、
山岡雅典教諭(右)の報告

研
究
授
業

■
単
元
名

７

科
学
の
発
展
と
人
間
の
生
活

２
章

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
そ
の
利
用

■
授
業
者

山
岡
雅
典

（
釧
路
市
立
景
雲
中
学
校
）

鵜
飼
光
子
教
授

ご
助
言

鵜飼光子教授
のご助言

北
海
道
大
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
研
究
会

研
究
報
告

続
い
て
、
道
南
支
部
研
究
部
長
の
附

授
業
実
践
に
対
し
て

田
勇
人
教
諭(

北
斗
市
立
萩
野
小
学
校)

お
褒
め
の
言
葉
を
い

が
今
年
度
の
道
南
支
部
大
会
の
成
果
と

た
だ
い
た
。
ま
た
、

課
題
を
報
告
し
た
。

｢

放
射
線
教
育
と
食

授
業
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①

育｣

を
テ
ー
マ
に
ご

食
育
全
体
計
画
の
改
善
、
②
発
達
段
階

助
言
を
い
た
だ
い
た
。

に
応
じ
た
題
材
の
設
定
、
③
支
援
の
工

ご
助
言
の
中
で
、

夫(

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用)

あ
げ
て
い
た
。

｢

小
学
生
の
た
め
の
放

今
年
度
研
究
の
成
果
と
課
題
と
し
て

射
線
副
読
本｣

(

文
部

以
下
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

科
学
省)

の
紹
介
も
さ

○｢

生
き
る
力
を
培
う｣

視
点
か
ら
、

れ
た
。

｢

生
き
る｣

を｢

食
べ
る｣

と
捉
え
直

道
南
支
部
、
道
東

し｢

食
育｣

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し

支
部
の
報
告
及
び
鵜

て
考
え
た
こ
と
は
、
従
前
の
実
践

飼
光
子
教
授
の
ご
助
言
は
、
内
容
が
充

に
は
な
い
授
業
研
究
と
な
っ
た
。

実
し
て
お
り
深
ま
り
の
あ
る
全
体
研
修

○
地
産
地
消
を
軸
に
授
業
づ
く
り
を

会
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

行
っ
た
。
従
来
の
消
費
者
視
点
か

ら
生
産
者
視
点
に
転
換
し
て
教
材

道
南
支
部
大
会
研
究
部
の
研

施
し
た
り
、
講
師
を
招
い
て
教
職
員
対

化
を
図
っ
た
こ
と
で
、
児
童
の
内

究
の
概
要
と
成
果
・
課
題
、
及

象
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、
児
童

容
の
理
解
を
よ
り
進
め
る
こ
と
が

び

月
７
日(

金)

に
開
催
さ
れ

の
発
達
段
階
に
応
じ
た
実
践
を
行
っ
た

で
き
た
。

11
た
道
南
支
部
公
開
授
業
研
究
大

り
と
、
精
力
的
な
研
究
推
進
が
展
開
さ

○｢

品
種
改
良｣

や｢

害
虫
駆
除｣

な
ど

学
し
た
。
午
後
は
釧
路
市
立
景
雲
中
学

全
体
研
修
会
の
最
後
は
、
北
海
道
大

会
に
お
け
る
公
開
授
業
の
様
子

れ
て
い
た
。

に
利
用
さ
れ
て
い
る｢

放
射
線｣

を

校
で
研
究
授
業
を
行
っ
た
。

学
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
研
究
会
か
ら
研
究

や
分
科
会
で
の
話
題
等
の
報
告

特
筆
す
べ
き
は
、
北
斗
市
が
道
南
地

教
材
化
し
た
こ
と
は
、
全
国
に
も

研
究
協
議
に
お
い
て
、
以
下
の
こ
と

の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

が
な
さ
れ
た
。

域
に
お
け
る
食
糧
生
産
地
と
し
て
位
置

例
が
な
く
先
進
的
で
あ
っ
た
。

が
あ
げ
ら
れ
た
。

菅
野
英
人
教
諭(

札
幌
市
立
屯
田
北

道
南
支
部
副
事
務
局
長
の
西

付
け
ら
れ
て
お
り
、
消
費
者
で
は
な
く
、

○
栄
養
教
諭
に
よ
る｢

給
食｣

を
題
材

○
生
徒
は
発
電
方
法
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ

小
学
校)

が
小
学
校
６
年
生
の
総
合
的

河
竜
弥
教
諭(

北
斗
市
立
大
野

生
産
者
に
視
点
を
当
て
て
授
業
づ
く
り

と
し
た
授
業
は
、
児
童
に
と
っ
て

ク
ス
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

な
学
習
の
時
間
で
実
践
し
た｢

地
層
処

小
学
校)

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、｢
食

よ
り
身
近
で
生
活
に
根
ざ
し
た
内

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
自
分
の
課
題

分
を
考
え
る｣

の
実
践
を
紹
介
し
た
。

境
教
育
に
対
す
る
基
本
的
な
考

育｣

と｢

放
射
線
教
育｣

を
関
わ
ら
せ
て

容
で
あ
っ
た
。

と
し
て
と
ら
え
、
主
体
的
に
行
動

こ
の
授
業
の
目
的
は
、｢

地
層
処
分｣

え
、
大
野
小
学
校
の｢

放
射
線

教
材
化
を
図
っ
た
こ
と
も
成
果
で
あ
っ

○
児
童
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
食
育

で
き
る
姿
勢
の
芽
を
育
む
こ
と
が

の
是
非
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
な
く
、

教
育｣

の
実
践
を
報
告
し
た
。

た
。

教
育
の
実
践
が
で
き
た
が
、
今
後

で
き
た
。

将
来
子
ど
も
達
が
フ
ラ
ッ
ト
な
議
論
を

大
野
小
学
校
で
は
放
射
線
に

月
７
日(

金)

の
研
究
授
業
は
、
プ

は
低
学
年
で
も
理
解
で
き
る｢

食

○
今
回
の
授
業
の
成
果
と
課
題
を
明

展
開
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
素
地
と
な

11

関
わ
り
、
学
校
長
に
よ
る
全
校

レ
授
業
な
し
の
い
き
な
り
の
本
番
で
あ

育｣
と｢

放
射
線
教
育｣

の
関
連
を

ら
か
に
し
、
よ
り
有
用
な
エ
ネ
ル

る
見
方
や
考
え
方
・
感
じ
方
を
育
て
る

集
会
形
態
で
の
全
体
指
導
を
実

っ
た
。
低
学
年
担
当
の
田
原
か
な
つ
栄

図
っ
た
教
材
化
が
求
め
ら
れ
る
。

ギ
ー
環
境
教
育
の
在
り
方
を
討
議

こ
と
で
あ
る
。

養
教
諭(

北
斗
市
立
久
根
別
小
学
校)

、

○
校
内
体
制
を
含
め
、
組
織
的
な
研

で
き
た
。

本
時
で
は
、
子
ど
も
達
は｢

高
レ
ベ

中
学
年
担
当
の
野
津
聖
美
栄
養
教
諭

究
が
継
続
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ

ル
放
射
性
廃
棄
物｣

の
様
々
な
処
分
方

(

北
斗
市
立
上
磯
小
学
校)

、
高
学
年
担

く
り
が
必
要
で
あ
る
。

法
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

当
の
岸
部
理
津
子
栄
養
教
諭(

北
斗
市

を
積
極
的
に
交
流
し
て
い
た
。

立
大
野
小
学
校)

が
、
児
童
と
の
良
好

鵜
飼
光
子
教
授(

北
海
道
教
育
大
学

な
関
係
を
築
き
、
充
実
し
た
内
容
の
授

山
岡
雅
典
教
諭(

釧
路
市
立
景
雲
中

函
館
校)

か
ら
道
南
支
部
の
研
究
授
業

業
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
校)

と
大
西
仁
教
諭(

釧
路
市
立
北
中

に
つ
い
て
の
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

学
校)

が
、
道
東
支
部
の
活
動
報
告
を

低
学
年

行
っ
た
。

・
中
学
年

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、

月

日

・
高
学
年

11

17

(

月)

に
、
釧
路
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研

ブ
ロ
ッ
ク

修
講
座｢

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育｣

を
開

と
児
童
の

催
し
た
。
午
前
は
、
高
橋
亜
希
子
様(

北

発
達
段
階

海
道
電
力
釧
路
支
店)

を
講
師
に
北
海

に
応
じ
た

道
電
力
釧
路
統
括
電
力
セ
ン
タ
ー
を
見

教
材
化
と
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エ
ネ
ル
ギ
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環
境
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第 34号

全
体
研
修
会
開
催

２
月

日(

土)

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
に
お
い
て
全
体
研
修
会

24

を
開
催
し
た
。
約

名
の
参
加
が
あ
り
、
今
年
度
の
道
南
支
部
大
会
の

50

授
業
報
告
及
び
道
東
支
部
の
活
動
報
告
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
続
い
て
、

北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
の
鵜
飼
光
子
教
授
よ
り
道
南
支
部
大
会
へ
の

ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

研
究
主
題

「
生
き
る
力
」
を
培
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

教
育
の
実
践

～
持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し
、

主
体
的
に
学
び
、行
動
す
る
子
ど

も
の
育
成
～

北海道大学エネルギー教育研
究会の研究報告をする菅野英

人教諭



来
年
度
、
２
年

来
年
度
の
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

ぶ
り
に
全
道
大
会

教
育
研
究
委
員
会
総
会
を
平
成

年
５

27

が
札
幌
で
開
催
さ

月

日(

土)

時
よ
り
開
催
い
た
し
ま

16

13

れ
ま
す
。
主
会
場

す
。
会
場
は
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札

は
札
幌
市
立
平
岸

幌
で
す
。

中
学
校
で
す
。

た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
参
会
を
お
待

現
在
の
と
こ
ろ

ち
し
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
総

○
海
外
の
資
源
に
大
き
く
依
存
す
る

小
学
校
か
ら
は
社

合
政
策
課
需
給
政
策
室
の
奥
家
敏
和
氏

こ
と
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体

会
、
理
科
の
２
本
、

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
学
習
会
が

制
の
根
本
的
な
脆
弱
性
が
課
題
で

中
学
校
か
ら
は
社

開
催
さ
れ
た
。

あ
る
こ
と
。

会
、
理
科
、
技
術

講
師
の
奥
家
氏
に
は｢

エ
ネ
ル
ギ
ー

○
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
、
震

・
家
庭
科
と
道
徳

を
巡
る
我
が
国
の
状
況
と
政
策
の
方
向

災
前
に
比
べ
て
大
幅
に
低
下
し
、

の
４
本
の
計
６
本

性｣

と
題
し
て
、

名
に
近
い
参
加
者

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

か
国
中
２
番
目
に
低

の
授
業
公
開
を
予

60

34

に
対
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。
我

い
水
準
に
あ
る
こ
と
。

定
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
研
究

が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
概
要

次
に
、
私
た
ち
が
不
安
視
し
て
い
る

す
で
に
具
体
的

委
員
会
で
は
、
新
入
会
員
を
随
時
募
集

に
つ
い
て
の
説
明
が
、
講
演
の
柱
と
な

電
気
料
金
の
値
上
げ
や
温
室
効
果
ガ
ス

な
準
備
・
検
討
を

し
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
環

っ
て
い
た
。

の
排
出
、
福
島
に
お

進
め
て
い
ま
す
。

境
問
題
に
関
心
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、

は
じ
め
に
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

け
る
廃
炉
に
向
け
て

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

ど
な
た
で
も
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま

給
率
に
つ
い
て
以
下
の
指
摘
が
あ
っ

の
取
組
・
汚
染
水
対

検
討
や
授
業
づ
く

す
。
詳
細
は
、
左
記
北
海
道
エ
ナ
ジ
ー

た
。

策
な
ど
の
説
明
を
し

り
、
実
際
の
授
業

ト
ー
ク

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

21

て
い
た
だ
い
た
。

場
面
な
ど
で
校
種

せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
我
が
国

間
連
携
が
可
能
と

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

な
る
よ
う
な
計
画

に
つ
い
て
の
施
策
の

を
立
案
中
で
す
。

基
本
方
針
と
再
生
可

会
員
の
皆
様
は

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原

も

ち

ろ

ん

の

こ

子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

と
、
会
員
外
の
多

石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

く
の
皆
様
に
参
会

ど
の
長
期
的
・
統
合

し
て
い
た
だ
き
、

的
か
つ
計
画
的
な
施

充
実
し
た
全
道
大

策
に
つ
い
て
、
具
体

会
と
な
る
よ
う
に

的
に
説
明
し
て
い
た

と
準
備
し
て
参
り

だ
い
た
。

ま
す
。

将
来
へ
の
見
通
し

年
年
度
の
ご
予

や
環
境
へ
の
配
慮
に

定
の
中
に
本
大
会

つ
い
て
の
説
明
は
、

を
是
非
組
み
入
れ

私
た
ち
に
と
っ
て
大

て
い
た
だ
け
れ
ば

変
に
興
味
深
い
も
の

幸
い
で
す
。

で
あ
っ
た
。
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エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
学
習

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
概
要
説
明

11 月
勉 強 会月

日(

土)

、
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
に
お
い
て
、
平
成

年
度
エ

11

29

26

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
委
員
会
学
習
会
が
開
催
さ
れ
た(

北
海
道
大
学
エ
ネ
ル
ギ

ー
教
育
研
究
会
共
催)

。
講
演｢
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡
る
我
が
国
の
状
況
と
政
策
の

方
向
性｣

を
聴
き
、
参
加
者
は
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
対
し
て
ま
す
ま
す

興
味
関
心
を
喚
起
さ
せ
ら
れ
た
。学習会の様子 約60名参加者

エネルギー政策の基本的視点 ３Ｅ(３つの"Ｅ")＋Ｓ

Energy Security:安定供給
Economic Efficiency:経済効率性の向上 Safety:安全性
Enviroment:環境への適合

平成27年(2015年)11月６日(金) 会場；札幌市立平岸中学校
11月７日(土) 会場；ホテルライフォート札幌 第

六
回
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

研
究
大
会
の
ご
案
内

■大会１日目 11月６日(金) 会場；札幌市立平岸中学校

12:00～ 12:30 13:20 13:30 14:20 14:30 15:20 15:30 16:50 19:00

受付 開会式 休憩 １次公開授業 休憩 ２次公開授業 休憩 授業分科会 レセプション

■大会２日目 11月７日(土) 会場；ホテルライフォート札幌

8:30～ 9:00 9:40 9:50 10:30 10:40 12:20 12:45

受付 授業分科会 休憩 授業分科会 休憩 記念講演 閉会式
報告１ 報告２

平
成
二
十
七
年
度

総
会
の
ご
案
内

新
入
会
員
募
集

北海道エネルギー環境教育研究委員会

連絡先：北海道エナジートーク21内

■住所
〒061-0001
札幌市中央区北１条西５丁目
北１条三井ビル２階
■TEL (０１１)２５１－９７１０
■FAX (０１１)２５１－３９７４

http://www.enetalk21.gr.jp


